
将
来
の
名
選
手
を

目
指
し
て
！

　

７
月
28
日（
土
）か
ら
８
月
７
日

（
火
）に
か
け
て
、
市
比
野
温
泉
杯
サ

ッ
カ
ー
大
会
が
、
同
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
り
、
丸
山
自
然
公
園
を
主
会

場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
・
少
女
・
中
学
生
の
部
が
あ

り
、
各
大
会
に
、
県
内
外
か
ら
１
６

５
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
か
ら
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
選

手
ら
は
、
は
つ
ら
つ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
駆
け
回
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

広
大
な
宇
宙
に

思
い
を
は
せ
て

　

８
月
４
日（
土
）、
入
来
町
八
重
山

高
原
の
国
立
天
文
台
周
辺
で
、
八
重

山
高
原
星
物
語
２
０
０
７
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
何
十
種
類
も
の
科
学
実

験
や
ミ
ニ
講
演
会
、
電
波
望
遠
鏡
の

施
設
公
開
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
２
０

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
大
会
で

は
、
樋
脇
小
学
校
２
年
生
の
児
童
が

１
２
５
ｍ
飛
ば
し
て
優
勝
。
こ
の
日

は
科
学
の
楽
し
さ
を
体
感
し
、
ま
た
、

宇
宙
の
神
秘
に
触
れ
る
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
思
い
出

　

で
き
ま
し
た

　

７
月
29
日（
日
）、
東
郷
町
で
薩
摩

川
内
市
観
光
協
会
主
催
の「
歴
史
探

訪
と
人
形
浄
瑠
璃
観
劇
ぶ
ど
う
狩
り

バ
ス
ツ
ア
ー
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
県
内
か
ら
１
０
０
人

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
午
前
中
は
、

本
市
の
史
跡
・
観
光
施
設
を
バ
ス
で

巡
っ
た
後
、
鳥
丸
地
区
の
観
光
農
園

で
ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
東
郷
温
泉
ゆ
っ
た

り
館
で
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
を

観
劇
し
、
踊
り
手
と
一
体
と
な
っ
た

人
形
の
表
現
豊
か
な
動
き
に
参
加
者

ら
は
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

湖
畔
に
響
く

　
　

大
輪
の
花
火

　

８
月
７
日（
火
）、
藺
牟
田
池
県
立

自
然
公
園
で
、
い
む
た
池
納
涼
花
火

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
々
と
、
息
も
つ
か
せ
ず
打
ち
上

げ
ら
れ
る
連
発
花
火
や
、
ベ
ッ
コ
ウ

ト
ン
ボ
を
か
た
ど
っ
た
花
火
、
大
き

な
音
を
響
か
せ
空
を
彩
る
大
玉
花
火

な
ど
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

池
を
横
断
す
る
全
長
１
㎞
の
大
ナ

イ
ア
ガ
ラ
で
は
、
池
の
岸
か
ら
火
が

走
り
、
池
の
上
を
横
断
し
終
わ
る
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
翌
朝
は
池

の
環
境
美
化
の
た
め
市
民
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
作
戦
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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